
「消防に関する特別世論調査』の概要

平成 24年 10月4日

内閣府政府広報室

調査概要 調査対象 全国 20歳以上の日本国籍を有する者 3,000人

有効回収数（率）

調査期間

調査方法

l, 864人（62.1 %) 

平成 24年8月 23日～9月2日

調査員による個別面接聴取

調査目的 消防に関する国民の意識を調査し，今後の施策の参考とする。

調査項目 1 消防団に対する認知

2 消防団の入団に対する意識

3 消防団に入団しない理由

4 身近な人が消防団に入団することに対する賛否

5 身近な人が消防団に入団することに反対する理由

6 自主防災組織に対する関心度

7 自主防災組織への参加に対する意識

＜お願い＞

本資料の内容を引用された場合，その掲載部分の写しを

下記宛にご送付ください。
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消防団について

( 1) 消防団に対する認知

平成 15年 5月 平成24年 8月

－知っている 86. 3% 一→ 91. 1% （増）

－知らない 13. 7% 一→ 8.9% （減）

知っている 知らない

平成 15年 5月調査（ 2,113人）

（該当者数）

今回調 査（ 1,864人）

。 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%) 

該 知 知

’つ
当 ら

て

者 な
し、

数 る し、

人 % % 
l寸b、 回 調 査 1,864 91. 1 8.9 

平成 15 年 5 月調査 2,113 86.3 13. 7 

平成元年 7 月調査 2,322 82.0 18.0 

（注）平成元年7月調査では， 「市町村の消防機関としては，常勤の職員による消防署のほか，

住民有志による消防団があり，災害の発生時に活動していますが，あなたは，このような

消防団があることを知っていますか。」と聞いている。
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(2) 消防団の入団に対する意識

－入る

・入らない

・すでに入っている，または入っていた

平成 15年5月

13. 3% 

69.5% 

6.3% 

ー~

平成24年 8月

17. 5% 

72. 6% 

4.8% 

（増）

（増）

（減）

一→

一→

入る 入らない
すでに入っている，

または入っていた わからない

（該当者数）

今回調査（ 1,864人）

「 7τ ＇ ＂寸つ「 1「 6 ・E；：市；：

-: ・ 72. 6 ・ -: ・ ・ :-・：÷・ :-: -: -: -: -: 4.8 5. 1 

平成 15年 5月調査（ 2,113人）

。 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 
（%） 

（注）平成15年5月調査では， 「あなたは，もし，消防団に入ってほしいと言われたら入りますか，入りませんか，それとも

すでに入っていますか。 Jと聞いている。

〔参考〕 消防団員への入会希望について

該 入 入 す わ
で

当 ら
か

入
らぞ〉

者 な て な
し、

数 る b、 る し、

人 % % % % 
平 成 元年 7月調査 2,322 12. 7 72.8 3. 4 11.l 

円必



（消防団に入 団してほしいと言われたら『入らないj と答えた者（1,353人）に）

(3) 消防団に入団しない理由 （ 複 数 回 答 ， 上 位4項目）

平成 15年5月 平成24年8月

－体力に 自信 がな い 53.8% ー~ 46. 7% （減）

－高齢である ※ 一→ 39.3% 

・ 職業と両立しそうにないと思う 27. 7% 一→ 29.6% 

－男の 役 割 だ と 思 っ て い る 21. 6% 一→ 16. 9% （減）

（消防団に入団してほしいと言われたら「入らない」と答えた者に，複数問答）

10 20 30 40 so I略）

体力に自信がない

高齢である「来

職業と両立しそうにないと思う
（注 1)

男の役割だと思っている

活動の内容がよくわからない

自分や家族のために使える時間を減らしたく
ない （注2) I 

危険な活動を行うという印象がある
（注3)

訓練などに参加するのが面倒

魅力を感じない

消防署にまかせればよい

消防団の雰囲気が合わない

手当などの待遇が良くないという印象がある
（注4)

知人や家族など周囲に反対されている

装備や制服が良くないという印象がある
｛注5)

入り方がわからない

53. 8 

39. 3 

のそ 他

特に理由はな

わ 色、 ら な
。
，
白
内

4

A
U
A
U
 

I
 、

tu 

・今回調査（N=l,353人，M.T.=186.附）
ロ平成15年5月調査（N=l,4伺人，M.T. =163. O弼）

｛注I）平成15年5月調査では， 「職業主両立しない』となっている。
｛注2）平成15年5月調査では， 「自分や家族のために使える時聞を，減らしたくない」となっている。
（注3）平成15年5月調査では， 「危険な活動を行う』となっている。
｛注4）平成15年5月調査では， 「手当などの待遇が良くない」となっている。
（注5）平成15年5月調査では， 「装備や制服が良くないJとなっている。
※：調査をしていない項目

〔参考〕 消防団に入らない理由

（消防団に「入らないJと答えた者に，複数回答）

該 年 体 か女 職 危 か消 な活 面訓 職 体消 待 そ 特 わ

を カ ら性 業 ら防 い動 倒練
場

質防 遇
のと 署 かの だな が団

と 険 )l! 色、

当 不 や両 ら内 かど )l! 古は
理ぞコ

る，立 ま 容 らに い閉 よ

て
安

だ 色、 f軍 参遠 か鎖 く の 由 ら
計

カ2 」と し
せ よ 加 ら的 な

(M. T.) 
b、

者 あ でな れ く すい だ l土
る る はい

か
ぱ わ カミ

し、 な
るか な主、 か なか よ か の ら

色、

数 ら ら いら ら b、 ら はら ら 他 b、 し、

人 % % % % % % % % % % % % % % % 
平成元年 7 月調査 l, 691 29. 3 27. 9 24. 6 24. 6 7.6 6. 7 6. 2 5. 5 3. 8 0. 9 0. 8 4. 1 3. 8 0. 5 146.4 
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(4) 

総

身近な人が消防団に入団することに対する賛否

－賛成する（小計）

－賛成する

－どちらかといえば賛成する

－反対する（小計）

－どちらかといえば反対する

－反対する

－わからない

（該当者数）

数（ 1,864人）

。 10 

賛成する（小計） 80. 8 

20 30 40 

-4 -

50 

平成24年8月

80.8% 

47.9% 

32.9% 

8.6% 

5.6% 

3.0% 

10.6% 

反対する（小計） 8.6 
わからない

3. 0 

60 70 80 90 100 
（%） 



（身近な人が消防団に入団することに「どちらかといえば反対するJ， 「反対する』と答えた

者（160人）に）

( 5) 身近な人が消防団に入団することに反対する理由

・危険な活動を行うという印象がある

．職業と両立しそうにないと思う

（複数回答，上位2項目）

平成24年8月

52. 5% 

32. 5% 

（身近な人が消防団に入団することに「どちらかといえば反対するJ' 「反対するJと答えた者に，複数回答）

危険な活動を行うという印象がある

職業と両立しそうにないと思う

活動の内 容 が よ く わ か ら な い

自分や家族のために使える時間を減らして欲
しくない

消防署にまかせればよい

魅力を感じない

男の役割だと思っている

手当などの待遇が良くないという印象がある

装備や制服が良くないという印象がある

そ の

特に理由はない

わ ら なか

。 10 20 

他

し、 ・総

F
同
U

30 50 60 （＇略）40 

52.5 

数（N=160人，M.T. =163. 1%) 



2 自主防災組織

( 1 ) 自主防災組織に対する関心度

－関心を持っている（小計）

－関心を持っている

．どちらかといえば関心を持っている

・関心を持っていない（小計）

－どちらかといえば関心を持っていない

．関心を持っていない

わからない

平成24年8月

81. 7% 

45.8% 

35.9% 

17. 0% 

11. 3% 

5. 7% 

関心を持っている（小計） 81. 7 関心を持っていない ω、計） 17. 0 

総

（参考）

（該当者数）

数（ 1, 864人）

平成 15年 5月調査（ 2,113人）

。

。

10 20 30 40 

関心を持っている（小計） 62. 8 

非常に関心を どちらかといえば，
持っている 関心を持っている

10 20 30 40 

1. 3 

50 60 70 80 90 100 

関心を持っていない（小計） 34. 3 

わからない

あまり関心を 全く関心を

2. 7 3.0 

－ 50 60 70 80 90 JOO 

（注）平成15年5月調査では， 「大規模地震などの大災害や地域の火災の発生に備えて，地域住民で組織する自主防災組織が
各地域に結成され，防火訓練などを行っています。自主防災組織について，あなたは関心がありますか。この中から
1つお答えください。」と聞いている。
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(2) 自主防災組織への参加に対する意識 （複数回答，上位4項目）

平成 15年 5月 平成24年8月

・火災や地震や風水害の知識，初期消火や 38. 3% 一→

救助や応急手当の知識・技術などを身に

つけるための講習

－大災害が発生した時に互いに助け合える 32.1% ー→

ょう，地域の人々が参加する訓練

－水や食料や生活物資などの配布や，避難 30.3% 一→

場所の運営

－初期消火や救助や応急手当などの活動 39.9% ー--l・

10 20 30 40 

火災や地震や風水害の知識，初期消火や救助や応急手当
の知識・技術などを身につけるための講習 ＼・，’.138. 3 

大災害が発生した時に互いに助け合えるよう，地域の
人々が参加する訓練

水や食料や生活物資などの配布や，避難場所の運営

初期 消火 や救助や応急手当などの活動
（注 1)

・ I 32.1 

ー・:-1 30. 3 

41. 7 
39.9 

災害の状況，被害の発生状況，避難場所の状況など情報 E ・E・－・E・－ 35.3
の伝達（注2) 1・ ・ •.·.· ・ ・.・. ・ ・ ・ ・ ・ ・1 25. 9 

被 災 し た 人々の避難場所への誘導 1 ・． . . ・I 19. 5 

被災地域の住 民の安否情報の整理一一一一E・E・－
災害時の行動や情報伝達の計画を立てることや，活動用
資器材の備蓄

31. 5 

28.8 

26.8 

防火を呼びかける広報や，家庭をまわり火災予防の点検
を呼びかける活動

23.8 

地震時の住宅への被害を少なくするための対策（耐震対
策）を呼びかける活動

そ の 他

し たい ない

17. 1 

19.9 

19.2 

49.8% 

48.5% 

47.9% 

41. 7% 

50 60 

49.8 

48.5 

47.9 

（増）

（増）

（増）

（複数回答）

70 （世）

参 加

わ 7J' 

とは思わ

らな し、
・今回調査 (N=l, 864人，M.T.=366.6目）
B平成15年5月調査（N=2,113人，M.T.=265.3覧）

（注）平成15年5月調査では， 「自主防災組織は，通常時と災害時に，次のような活動をしますが，あなたが参加したいと思う

ものを，この中からいくつでもあげてください。」と聞いている。
（注1）平成15年5月調査では， 「初期消火・救助・応急手当などの活動Jとなっている。

（注2）平成15年5月調査では， 「災害の状況，被害の発生状況，避難場所の状況など，情報の伝達」となっている。
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消防に関する特別世論調査
平成24年10月

調査対一蹴 上一樹る者3000人］［調査時
有効回収数（率s.): l, 864人（62.1%） 

話は変わりますが，次に時事問題として，『消防』についてお伺いします。

1, 消防団について｜

Ql 市町村の消防機関としては，常勤の職員による消防署のほh 住民有志による消防団があり，災害の発生時に活

動しています。あなたは，この消防団というものを知っていますヵ、

(91. 1) 

知っている

( 8. 9) 

知らない

Q2〔回答票1〕あなたは，もし，消防団に入団してほしいと言われたらどうされますか。この中から 1つだけお答え

<iてさい。

(17. 5〕（ア）入る ... (Q3へ）

[!!: '<' ・4. ・sr （ウ）すでに入つている，または入っていたー「
ト一一＋ (Q3へ）

( 5.1) わからない -

(Q2で「（イ）入らない』と答えた方に）

s Q 〔回答票2〕あなたが消防団に入らない理由は何ですヵ、この中からいくつでもあげてください。（M.A.) 

例＝1,353)

(10. 9) （ア）活動の内容がよくわからない

( 9. 8) （イ）危険な活動を行うという印象がある

(46. 7) （ウ）体力に自信がない

(29. 6) （エ）職業と両立しそうにないと思う

( 9. 9) （オ）自分キ家族のために使える時間を減らしたくない

( 7. 7) （カ）割鯨などに参加するのが面倒

( 3. 3) （キ）消防署にまかせればよい

( L 8) （ク）消防団の雰囲気が合わない

( 0. 9) （ケ）手当などの衛置が良くないという印象がある

( 0. 3) （コ）装備や制服が良くないという印象がある

( 3. 8) （サ）魅力を感じない

( 0. 4) （シ）知人守家族など周囲に反対されている

(16. 9) （ス）男の投書4だと思っている

(39. 3) （セ）高齢である

( 2. 7) その他（

( L 8) （ソ）特に理由はない

( 0. 1) わからない (M.T.=186.0) 

。。



（全員の方に）

Q3〔回答票3〕あなたの身近な人から消防団に入団したいと相談されたら，あなたは賛成しますか。それとも，反対

します7J＼， この中から1つだけお答えください。

(47. 9) （ア）賛枕する
ト一一＋ (Q4へ）

(32. 9) （イ）どちらかといえば賛成する 一一一一」 .... 

['<" 5. 6)°] ＜ワ）どちらかといえば反対する

「l... ~. 3_: o).J （エ）反対する
I <io .. 6) わからない .. (Q4へ）

(Q3で「（ウ）どちらかといえば反対するj，「（工）反対する』と答えた方に）

s Q 〔回答票4〕あなたの身近な人が消防団に入団することを反対する理由は何です7J＼， この中からいくつでもあげ

てくださ凡 (MA.)

(N=l60) 

(18. 8) （ア）活動の内容がよくわからない

(52. 5) （イ）危険な活動を行うという印象がある

(32. 5) （ウ）職業と両立しそうにないと，思う

(15. 6) （エ）自分や家族のために使える時聞を減らして欲しくない

(14.4) （オ）消防署にまかせればよい

( 5. 0) （カ）手当などの待遇が良くないという印象がある

( 0. 6) （キ）装備や制服が良くないという印象がある

( 6. 9) （ク）魅力を感じない

( 6. 3) （ケ）男の役割だと思っている

( 1. 9) その他（

( 8. 8) （コ）特に理由はない

（ 一） わからない

-9 -
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（全員の方に）

12 自主防災組織について

Q4〔回答票日大規揚憾などの大災害相搬の火災の発生に備えて，地域住民で組織する自主防災組織が各地域に

結成され，防災訓練などを行っていま七自主防災組織について，あなたは関心を持っていますれこの中から 1

つだけお答えください。

(45. 8) （ア）関心を持っている

(35. 9) （イ）どちらかといえば関心を持っている

(11. 3) （ウ）どちらかといえば関心を持っていない

( 5.η （エ）関心を持っていない

( 1. 3) わからない

Q5〔回答票6〕自主防災組織は，通常時と災害時に，それぞれ次のような活動をしますが，あなたが参加したいと思

うものを，この中からいくつでもあげてください。（M.A.) 

（通常時の活動）

(49. 8) （ア）火災制慣や風水害の知識，初期消火キ敬助や応急手当の知識・技術などを身につけるための講習

(48. 5) （イ）大災害が発生した時に互いに助け合えるよう，地域の人々 が参加する訓練

(23. 8) （ウ）防火を呼びかける広報や，家庭をまわり火災予防の点検を呼びかける活動

(19. 9) （エ）地震時の住宅への被害を少なくするための対策（概観策）を呼びかける活動

(26. 8) （オ）災害時の行動や情報伝達の計画を立てることや，活動用資耕J初備蓄

（災害時の活動）

(41. 7) （カ）初期消火キ敬助や応急手当などの活動

(35. 3) （キ）災害の側兄，被害の発生伏況，避難場所のね兄など情報の伝達

(28. 8) （ク）被災地域の住民の安否情報の整理

(31. 5) （ケ）被災した人々 の避難場所への誘導

(47. 9) （コ）水や食料や生活物資などの配布や，避難場所の運営

( 1. 0) その他（

( 9. 7) （サ）参加したいとは思わない

( 2. 1）わからない 伽皿=366.6)
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